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最終講義 「乳癌患者の喪失体験 とそのサポー トシステム」 

THELOSSEXPERIENCESANDSOCIALSUPPORTSYSTEM
 

FORMASTECTOMYPATIENTS


基礎看護学講座 松 木 光 子

医療技術短期大学部 と医学部保健学科 をあわせた約22年 の歳月を大

阪大学でお世話になった。まさに光陰矢の如 くまたた く間に過 ぎ去った

感 じである。振 り返れば、結構おもしろく仕事ができたように思 う。支

えていただいた周囲の方々に感謝の意を表 したい。

最終講義のテーマは医短在職中に臨床の方々とともに取 り組んだものである。看護が対象 とする人の

健康 一疾病連続体はつねに変化 しているので、臨床看護研究はある時点の横断的研究よりも長期にわた

る継続的研究をこれまで志向してきた。そこで、乳癌の乳房切断術を受けた患者の外来受診時か ら術後

3年 にわたる心理的適応過程 と影響因子の調査のうち、喪失受容過程とサポー トシステムに焦点をおい

た。

不安度は外来受診時が最 も高 く、術後から退院時、退院後 と低下傾向であった。不安内容は、手術前

は家庭と手術、術後 ・退院後は病気に関す ることに集中 し、再発 ・転移の脅威 は大 きい。創 と乳房喪失

の受け入れは退院時はしかたないとしてお り、退院後はしかたない、気にしないの段階で受け入れてい

る。異常の発見か ら術後3年 にいたる心理的適応 を調査結果に基づいて段階的に提示 した。各患者への

アプローチにあたっては、喪失受容過程のどの段階にあるかのアセスメントの上でその段階に応 じた介

入が肝要である。

サポー トシステムは親族が中心であ り、医療関係では医師が中心であることがわかった。不安度 との

関係では術後3ケ 月まではサポー トが大 きければ不安度は低下 した。 しかし、退院後3年 でサポー トサ

イズを拡大 させている人は特性不安が高 くなる傾向を示し、サイズが小 さくても密なサポー トの必要が

示唆された。

これら調査結果から、次に示すことをメッセージとしたい。①喪失受容段階に応 じた対応を ②看護

者は家族 もサポー トする必要 ③外来看護の強化 を ④看護と看護学が看護の感覚に基づ きさらにつ く

りつづけられてい くこと、を期待する。

プロフィール

松山赤十字高等看護学院卒業、コロンビア大学テイチ ャーズカ

レッジ留学、神戸女学院大学院文学部社会学専攻修了、金沢大学

より医学博士。大阪赤十字病院、大阪府立公衆衛生学院に勤務を

経て昭和50年 より大阪大学医療技術短期大学部助教授、60年 教授。

平成5年10月 より医学部保健学科基礎看護学講座教授。研究分野

は看護実践理論、がん看護。
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